
「岡本の家 N邸 地鎮祭 」  （2月16日）  世田谷区 
 

 

 

お施主様自身の設計です。 

 

完成予定：14年7月 

「K－house 地鎮祭」    （1月18日）  世田谷区 
 

 

梅丘の木造2階建て住宅 

です。 

 

完成予定：14年8月  

設計：鈴木孝紀 

ハル建築設計 

「南麻布 N邸 地鎮祭 」  （3月9日）  港区 
 

 

RC造地上4階建て 

のお宅です。 

 

完成予定：14年9月 

設計：武松幸治 

E.P.A環境変換装置建築研

究所 

「目白台の家 T邸 地鎮祭」   （1月22日） 文京区 
 

 

RC造の地上3階建て 

のお宅です。 

  

完成予定：14年8月 

設計：松家克 
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 「こまごましたことを口に出して

言うのは好きではないですね。

機能面での注文はつけたけれ

ど、それ以上は信頼して武松さ

んにまかせました。クライアント

のニーズに応えるというのは、細

かいことを言われると、最終的に

いいものができないことがよくあ

りますから。」とＦ様は、武松氏の

センスを全面的に信頼されてい

ます。 

 それでもまったくお任せという

ことではなく施工前は月1回の

ミーティングを、1年以上続けら

れました。 

 オフィスの家具もモダンです。

これも武松氏のデザインです。

武松氏は、MDFの天板を持つサイドテーブルなどのオリジナル家

具や、青森の「ぶなこ」という伝統工芸の手法を用いた、ぶな材の

テープの照明器具などもデザインされています。「建築の中に建築

をつくる―家具はその内部に無限に広がる建築」と位置付けられ、

積極的にデザインされているのです。 

  

 ギャラリーは「Trans Gallery」と名づけられ、まず最初に、武松氏

とチェン氏のインスタレーションが行われる予定です。 

 カフェやレストランなどはずいぶん増えた恵比寿ですが、ギャラ

リーなど文化の拠点が少ないとＦ様は考えます。 

「この建物が、若い人の情報発信の場となってくれると面白いです

ね」と、おっしゃいます。隣がVANTANというクリエーターの専門学校

のせいでしょうか、建物ができてから道を通る若い人が興味深げに

覗いていくそうです。コンクリートの無機質な空間が、入るべきアー

トを迎え入れる準備をしています。 

今月のトーク   「クライアントとデザイナー」  
 

 先日弊社施工で、恵比寿にモダンなオフィスとギャラリーが完成し

ました。建物の設計は、施主のＦ様のご自宅の設計も手がけた、建

築家の武松幸治氏です。 

 

 このＦ様の自宅は、都心にありながら借景を利用して自然を感じ

させてくれる、昔の中国の建築物のテイストを取り入れた建物です。

「龍雲院」と名づけられたこの住宅は、武松氏と建築プロデュー

サー、シ－･ユー･チェン氏の共同企画で、1995年東京都建築士会

住宅建築賞を受賞しました。自宅を購入されたF様は、その感性に

すっかり魅了されたようです。 

 チェン氏と武松氏、そしてCIAの渋谷聡氏のプロジェクト「リトリー

ト」の第２弾として建てられた「Retreat Craft」についても、Ｆ様は非

常に共感されたのこと。この「Retreat Craft」は、箱根芦ノ湖の別荘

ですが、湖畔に広がる自然を前面に受け止めたモダンなインテリ

ア、外界の音を遮断するよろいのような外皮をもつ、戦闘機のような

大胆なデザインの建物です。そして、この一連のリトリートのケース・

スタディの＃３として、この近未来型オフィス空間とギャラリーが位

置付けられました。 

 

 RC造の地下1階、1階がギャラリー、鉄骨造の2,3階がオフィスで

す。特に2,3階の六角形の鉄骨サッシにはめ込まれた鳥かごのよう

なガラスは、ガラスの中にさらにハニカムのアルミが入り、角度に

よって視線がさえぎられるなど、五感を刺激する美しいものです。 

 

「ガラスは個人的にも好きですね。小さな窓はいやなんです。圧迫

感を感じるといいものが生まれない。全面ガラスというのがいいで

すね。」とＦ様がおっしゃるとおり、中は非常に明るい空間です。 

マンションが隣接する細長い敷地ですが、正面の防衛庁の施設の

緑や、前面のバス通り、隣接する学校側に開けた空間の光の方向

性を生かして、新しい環境を生み出しました。 

TOPICS 

WHAT’S NEW   
～今月号に弊社施工物件などを掲載している雑誌のご紹介です～ 

● 『新建築 住宅特集 No.191』 2002.3月号  
      「三田の家」（設計：杉浦伝宗、竣工：2000.10）が、 

       「ちっちゃな家＃７」として紹介されています。 

 

● 『新しい住いの設計』 2002.4月号 －ようこそわが家のキッチン＆ダイニングへ６― 

     「inner skin house」（設計：内海智行、竣工：2001.02） が 
       「骨格を建築家、室内は建主がデザイン。『膜パネル』を壁に貼った個性的なDK」 

       として紹介されています。 

 

● 『建築ジャーナル No.1013』 2002.03月号 

     「信頼できる工務店⑧」として、弊社をとり上げていただきました。 

INFORMATION 
 

● 安全大会（活動報告会）   4月5日（金） 
 

 皆様のご協力により発足しました「安全衛生協力会」も、無事1年を迎えました。 

厳しい経済状況の中、建設業界全体が大規模な再編を迫られています。設立後2年半を過ぎ、今期の決算を終えて、日ご

ろ付き合いいただいている協力業者様に、今年度の活動・会計報告などを詳しくご説明し、新年度の計画を論議していた

だく活動報告会もあわせて開催いたします。 

 お時間の許す限り、意見交換をさせていただきたいと考えております。 

 

開催日：平成14年4月5日午後5時30分～ 

場所：  渋谷商工会館（渋谷区渋谷1-12-5） 

お問い合わせは、総務部 武藤まで 

 

● ユニホーお客様ご招待旅行  4月10日～4月11日 
石川県七尾市和倉温泉 

恒例のユニホーのお得意様ご招待旅行です。既に締め切っておりますが、興味のある方は辰までお問い合わせください。 


